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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

二
︱
一
三
頁

〔
学
界
時
評
〕
先
秦
～
秦
漢
代

近
藤
浩
之

西
　
信
康

新
し
い
『
中
国
思
想
史
』
の
試
み
と
出
土
資
料
研
究

大
学
で
中
国
哲
学
・
中
国
思
想
を
講
義
す
る
教
育
現
場
に
携
わ

る
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
益
・
有
用
な
思
想
史
概
説
書
が
出
版

さ
れ
て
、
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
。
湯
浅
邦
弘
編
著
『
概
説 
中
国

思
想
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
『
名
言
で
読

み
解
く　

中
国
の
思
想
家
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
二
年
）、

井
ノ
口
哲
也
『
入
門 

中
国
思
想
史
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二

年
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
若
手
・
中
堅
の
研
究
者
が

主
体
と
な
っ
て
執
筆
し
、
新
し
く
清
々
し
い
中
国
思
想
史
の
息
吹

を
感
じ
さ
せ
る
好
著
で
あ
る
。
し
か
も
、
特
に
先
秦
～
秦
漢
に
関

し
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
思
想
史
概
説
書
で
は
出
土
資
料
研
究
へ

の
言
及
と
配
慮
が
十
二
分
に
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
新
し
い
息

吹
を
感
じ
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
井
ノ
口
前
掲
書

第
四
章
「
出
土
資
料
研
究
の
影
響
」
に
云
う
よ
う
に
、
今
や
、
先

秦
～
秦
漢
（
そ
し
て
六
朝
ご
ろ
ま
で
）
の
思
想
史
研
究
は
「
出
土

資
料
を
度
外
視
し
て
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
が
、
も
は
や
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
」
し
、
出
土
資
料
は
「
伝
世
資
料
で
構
築
さ

れ
て
き
た
定
説
を
覆
す
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
思
想
史
の
書
き
換

え
が
、
今
ま
さ
に
要
請
さ
れ
て
い
る
」
わ
け
だ
が
、
そ
の
重
要
性

を
一
般
の
学
生
や
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
事
は
、
い
ま
ま

で
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
困
難
を
解
決
す
る
も
の
と
し

て
、『
概
説 

中
国
思
想
史
』（
前
掲
）
で
は
テ
ー
マ
別
構
成
の
第

Ⅱ
部
に
編
集
の
知
恵
と
特
色
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
が
、
就
中
、

第
十
四
章
「
文
字
学
」（
福
田
哲
之
）、
第
十
五
章
「
新
出
土
文
献

〔
特
集
一
〕

（ 2 ）



学
」（
草
野
友
子
）
が
画
期
的
で
、
中
国
思
想
史
に
お
け
る
出
土

資
料
研
究
の
現
状
と
意
義
を
、「
参
考
文
献
」（
短
い
コ
メ
ン
ト
有

り
）
も
附
け
て
簡
潔
に
解
説
し
て
い
る
。『
入
門 

中
国
思
想
史
』

（
前
掲
）
で
は
全
十
三
章
の
う
ち
通
史
の
十
一
章
以
外
に
、
第
四

章
「
出
土
資
料
研
究
の
影
響
」
と
第
十
一
章
「
学
術
の
分
類
と
目

録
学
」
と
い
う
特
別
な
章
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

が
、
そ
の
記
述
も
要
点
・
問
題
点
を
的
確
に
押
さ
え
、
簡
潔
な
が

ら
も
著
者
の
学
識
の
豊
か
さ
と
確
か
さ
を
背
景
に
し
た
筆
致
で
快

く
、
読
む
ほ
ど
に
非
常
に
優
れ
た
概
説
で
あ
る
と
わ
か
る
。
と
り

わ
け
第
四
章
二
「
通
行
本
（
伝
世
本
）
と
出
土
本
の
比
較
研
究
」

で
、
出
土
資
料
が
投
げ
か
け
た
中
国
思
想
史
上
の
重
要
テ
ー
マ
を

（
一
）
天
人
の
分
、（
二
）
焚
書
と
『
易
』（
後
に
詳
述
す
る
『
易
』

の
経
典
化
の
問
題
を
参
照
）、（
三
）『
老
子
』、（
四
）
そ
の
他

（『
緇
衣
』『
性
自
命
出
』『
儀
礼
』『
論
語
』『
尚
書
』『
孫
子
』
な

ど
）
と
し
て
紹
介
す
る
の
は
気
が
利
い
て
い
る
。
第
四
章
三
「
出

土
資
料
研
究
の
問
題
点
」
に
至
っ
て
は
、
そ
の
（
二
）「
研
究
者

の
姿
勢
（
筆
者
の
経
験
か
ら
）」
と
し
て
、「
未
見
の
き
わ
め
て
重

要
な
出
土
資
料
が
新
た
に
公
表
さ
れ
る
た
び
に
、
そ
れ
へ
と
関
心

が
移
っ
て
研
究
す
る
の
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の

結
果
、
そ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
き
た
重
要
な
出
土
資
料
が
一
時
的

に
で
も
置
き
ざ
り
に
さ
れ
る
事
態
は
、
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」

と
い
う
学
界
の
だ
れ
も
が
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
る
よ
う
な
疑
問
と

反
省
を
、
忌
憚
な
く
述
べ
て
い
る
の
は
見
事
で
あ
る
。
よ
い
か
わ

る
い
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
か
く
言
う
私
は
、
陸
続
と
出
土
す
る

重
要
な
新
出
土
資
料
を
追
い
か
け
き
れ
ず
、
自
ら
能
力
の
不
足
を

嘆
き
恥
じ
な
が
ら
も
、
時
に
仕
方
な
く
時
に
敢
え
て
積
極
的
に
、

出
土
資
料
と
し
て
は
す
で
に
「
置
き
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
」
感
の

あ
る
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
を
研
究
し
続
け
て
い
る
。
新
し
い
も
の
に

飛
び
つ
け
な
い
自
嘲
と
自
負
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
ま
ま
。
し
か

し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
は
、
決
し
て
「
置
き
ざ

り
に
さ
れ
」
て
な
ど
い
な
い
し
、
ま
た
「
置
き
ざ
り
に
さ
れ
」
る

べ
き
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
新

た
な
出
土
資
料
が
中
国
古
代
思
想
史
の
書
き
換
え
を
迫
る
と
き
、

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
は
必
ず
見
直
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
帛

（
絹
の
布
）
と
い
う
媒
体
に
書
か
れ
た
内
容
が
、
竹
木
簡
に
書
か

れ
た
他
の
資
料
よ
り
も
格
段
に
豊
富
で
ま
と
ま
っ
た
情
報
（
一
篇

ご
と
に
通
行
す
る
こ
と
が
多
い
竹
木
簡
よ
り
も
、
一
書
物
と
し
て

の
ま
と
ま
り
と
完
成
度
の
高
さ
）
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
次
に
成
書
時
代
が
お
お
よ
そ
戦
国
後
期
～
漢
初
と
い
う
、
今

に
伝
わ
る
多
く
の
先
秦
文
献
（
具
体
的
に
は
『
老
子
』『
周
易
』

『
戦
国
策
』
な
ど
の
伝
世
文
献
）
が
そ
の
形
に
編
纂
さ
れ
完
成
す

る
時
期
と
相
前
後
し
て
重
な
る
こ
と
が
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
学
界
時
評
」
と
し
て
は
非
常
に
狭
い
知
見
で
恐
縮
だ
が
、
以
下

試
み
に
、『
易
』
の
経
典
化
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
新
出
土
資
料

（ 3 ）



が
如
何
な
る
思
想
史
の
書
き
換
え
を
迫
り
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書

『
周
易
』
が
そ
れ
に
如
何
に
関
わ
り
如
何
に
見
直
さ
れ
て
い
る
か

を
述
べ
て
み
よ
う
。

『
易
』
の
経
典
化
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
近
年
盛
ん
に
論
著
を
発
表
さ
れ
て
い

る
の
が
浅
野
裕
一
氏
で
あ
る
。
ま
ず
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る

古
代
中
国
思
想
（
三
）
―
上
博
楚
簡
研
究
―
』（
汲
古
選
書
51
、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
の
第
十
一
章
「
儒
家
に
よ
る

『
易
』
の
経
典
化
」
は
、
真
正
面
か
ら
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
力
作

で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
最
近
の
浅
野
裕
一
・
小
沢
賢
二
『
出
土
文

献
か
ら
見
た
古
史
と
儒
家
経
典
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
八

月
）
に
収
め
ら
れ
た
第
五
章
「
孔
子
の
弁
明
―
帛
書
易
伝
「
要
」

篇
の
意
図
―
」（
初
出
は
『
学
林
』
第
五
十
三
・
五
十
四
号
、
二

〇
一
一
年
一
二
月
）
及
び
第
六
章
「
五
十
歳
の
孔
子
―
「
知
天

命
」
と
「
格
物
致
知
」
―
」（
初
出
は
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第

三
十
二
集
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
は
、『
易
』
の
経
典
化
と
そ
の

原
因
を
論
じ
た
浅
野
氏
の
一
連
の
論
文
の
総
ま
と
め
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
る
。
話
を
『
易
』
の
経
典
化
に
絞
っ
て
、
浅
野

氏
の
見
解
の
重
要
な
論
点
と
結
論
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。

（
論
点
１
）
戦
国
中
期
、
前
三
〇
〇
年
頃
の
楚
墓
か
ら
出
土
し

た
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』（「
觀
諸
詩
書
則
亦
在
矣
。
觀
諸
禮
樂
則
亦

在
矣
。
觀
諸
易
春
秋
則
亦
在
矣
。」）
や
『
語
叢
』
一
（「
易
所
以

會
天
道
人
道
」「
詩
所
以
會
古
今
之
志
者
」「
春
秋
所
以
會
古
今
之

事
也
」）
の
発
見
に
よ
り
、
遅
く
も
戦
国
前
期
（
前
四
〇
三
～
前

三
四
三
年
）
に
は
、
儒
家
の
中
に
『
易
』
を
経
典
視
す
る
思
考
が

存
在
し
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。（
浅
野
・
小
沢
前
掲
書
、
一

六
四
、
一
六
五
、
一
七
五
頁
）

（
論
点
２
）
戦
国
中
期
（
前
三
四
二
～
前
二
八
二
年
）
の
楚
墓

か
ら
伝
世
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
『
周
易
』（
す
な
わ
ち
上

博
楚
簡
『
周
易
』）
が
発
見
さ
れ
た
結
果
、
遅
く
も
戦
国
前
期
に

は
伝
世
本
と
大
差
な
い
形
で
『
周
易
』
が
存
在
し
て
い
た
状
況
が

判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
津
田
左
右
吉
説
や
近
藤
浩
之
説
（
戦
国

中
期
以
前
に
は
ま
だ
卦
名
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
か
、
卦
辞

や
爻
辞
が
定
型
化
し
始
め
た
の
は
戦
国
中
期
末
以
降
で
、
戦
国
最

末
ま
で
の
間
に
急
速
に
定
型
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
）
が

成
り
立
つ
余
地
は
完
全
に
消
滅
し
た
。（
浅
野
・
小
沢
前
掲
書
、

一
六
五
頁
）

（
論
点
３
）
馬
王
堆
三
号
前
漢
墓
（
造
営
時
期
は
前
一
六
八
年
）

か
ら
出
土
し
た
帛
書
『
周
易
』
に
附
属
す
る
易
伝
（
二
三
子
問
・

繋
辞
・
易
賛
・
要
・
繆
和
。
昭
力
な
ど
）
は
、
遅
く
も
戦
国
後
期

（
前
二
八
一
～
前
二
二
一
年
）
に
は
す
で
に
著
作
さ
れ
て
い
た
と

（ 4 ）



見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
各
種
の
易
伝
を
著
作
し
て

『
易
』
と
孔
子
を
結
び
付
け
る
営
為
が
戦
国
期
か
ら
着
々
と
進
め

ら
れ
て
き
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
繋
辞
伝
・
文

言
伝
は
「
誠
」
を
説
く
『
中
庸
』
後
半
と
同
じ
く
秦
の
始
皇
帝
に

よ
る
統
一
後
の
成
立
だ
と
し
た
武
内
義
雄
説
や
、
繋
辞
伝
の
成
立

時
期
を
秦
漢
交
代
期
（
特
に
前
二
一
三
の
焚
書
よ
り
後
）
と
し
た

金
谷
治
説
が
成
り
立
つ
余
地
は
、
完
全
に
消
滅
し
た
。（
浅
野
・

小
沢
前
掲
書
、
一
六
五
、
一
六
六
頁
）

（
論
点
４
）
馬
王
堆
帛
書
易
伝
「
要
」
篇
に
は
、
孔
子
晩
年
の

『
易
』
へ
の
傾
倒
に
対
す
る
子
貢
の
批
判
と
、
そ
れ
に
対
す
る
孔

子
の
弁
明
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、（
徳
義
を
重
ん
じ
る
孔
子
が
筮

占
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
に
過
ぎ
な
い
『
易
』
に
傾
倒
す
る
矛
盾
を
解

消
す
る
よ
う
な
）
そ
の
論
理
展
開
か
ら
考
え
る
と
、「
要
」
篇
の

目
的
が
『
易
』
を
四
経
（『
詩
』『
書
』『
礼
』『
楽
』）
に
追
加
し

て
、
新
た
に
経
典
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の

は
明
白
で
あ
る
。（
浅
野
・
小
沢
前
掲
書
、
一
九
五
、
二
〇
二
頁
）

（
論
点
５
）
孔
子
と
『
易
』
を
結
び
付
け
る
最
古
の
資
料
は
、

『
論
語
』
述
而
篇
（「
子
曰
、
加
我
數
年
、
五
十
以
學
易
、
可
以
無

大
過
矣
。」）
と
子
路
篇
（「
子
曰
、
南
人
有
言
曰
、
人
而
無
恆
、

不
可
以
作
巫
醫
。
善
夫
。
不
恆
其
德
、
或
承
之
羞
。
子
曰
、
不
占

而
已
矣
。」）
と
に
見
え
る
。
こ
こ
で
孔
子
は
、
明
ら
か
に
『
易
』

の
文
句
（
恆
卦
九
三
「
不
恆
其
德
、
或
承
之
羞
、
貞
吝
」）
を
引

き
、
そ
れ
に
論
評
を
加
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
孔
子
は
、「
五

十
以
學
易
、
可
以
無
大
過
矣
」
と
の
言
葉
を
実
行
に
移
し
、『
易
』

を
学
ん
だ
の
だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（『
竹
簡
が
語
る
古
代

中
国
思
想
（
三
）』
前
掲
、
三
三
六
頁
）

（
論
点
６
）
儒
家
が
『
易
』
を
経
典
視
し
た
原
因
と
し
て
は
、

『
孟
子
』
万
章
上
篇
（「
匹
夫
而
有
天
下
者
、
德
必
若
舜
禹
、
而
又

有
天
子
薦
之
者
。
故
仲
尼
不
有
天
下
。」）
や
『
墨
子
』
公
孟
篇

（「
公
孟
子
謂
子
墨
子
曰
、
昔
者
聖
王
之
列
也
、
上
聖
立
爲
天
子
、

其
次
立
爲
卿
大
夫
。
今
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
禮
樂
、
詳
於
萬

物
。
若
使
孔
子
當
聖
王
、
則
豈
不
以
孔
子
爲
天
子
哉
。
子
墨
子

曰
、
夫
知
者
、
必
尊
天
事
鬼
、
愛
人
節
用
。
合
焉
爲
知
矣
。
今
子

曰
、
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
禮
樂
、
詳
於
萬
物
。
而
曰
可
以
爲
天

子
。
是
數
人
之
齒
而
以
爲
富
。」）
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
（
天
地
・

万
物
に
通
暁
し
）「
詳
於
万
物
」
だ
っ
た
と
宣
伝
す
る
必
要
が
生

じ
、
孔
子
が
『
易
』
に
精
通
し
て
い
た
と
す
る
話
が
作
ら
れ
、
結

果
と
し
て
『
易
』
が
経
典
中
に
追
加
さ
れ
た
と
の
流
れ
に
な
る
。

そ
の
際
、
後
学
の
徒
は
今
本
『
周
易
』
の
十
翼
や
帛
書
『
周
易
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
易
伝
を
著
述
し
て
、
そ
れ
を
孔
子
自
身
の
易

学
の
成
果
で
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
装
し
た
。
ま
た
、
易
伝
を
作
っ

た
孔
子
を
、
伏
犠
→
文
王
と
続
く
（
作
『
易
』
の
）
聖
王
の
系
譜

に
組
み
込
む
が
、
そ
の
系
譜
自
体
も
儒
家
が
そ
の
た
め
に
捏
造
し

た
疑
い
が
残
る
。（『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
三
）』
前
掲
、
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三
三
七
～
三
三
九
頁
、
浅
野
・
小
沢
前
掲
書
、
一
六
六
～
一
六
八

頁
）（

論
点
７
）
帛
書
『
周
易
』「
要
」
篇
の
「
後
世
の
士
の
丘
を
疑

う
者
は
、
或
い
は
易
を
以
て
す
る
か
」
と
か
、『
孟
子
』
滕
文
公

下
篇
の
「
我
を
罪
す
る
者
も
、
其
れ
惟
だ
春
秋
か
」
と
、
後
世
自

分
に
非
難
が
浴
び
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
孔
子
に
語
ら
せ
て
い
る
の

は
、
経
典
の
資
格
が
何
一
つ
な
い
書
物
を
、
む
り
や
り
経
典
に

で
っ
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
後
ろ
め
た
さ
、
や
ま
し
さ
の
表
出
に
他

な
ら
な
い
。（
浅
野
・
小
沢
前
掲
書
、
一
六
九
～
一
七
〇
頁
）

（
結
論
）『
孟
子
』『
中
庸
』『
荀
子
』
な
ど
の
伝
世
文
献
に
依
拠

す
る
限
り
、
儒
家
が
戦
国
期
に
『
易
』
を
経
典
化
し
て
い
た
と
す

る
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
郭
店
楚
簡
『
六

徳
』
や
『
語
叢
』
一
に
、
六
経
の
一
つ
と
し
て
『
易
』
の
名
が
あ

り
、
遅
く
も
戦
国
前
期
に
は
、
儒
家
の
中
に
「
易
」
を
経
典
視
す

る
考
え
が
存
在
し
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
孔
子
と
経
書
を
結
合
し

て
孔
子
に
聖
人
の
資
格
を
与
え
よ
う
と
す
る
経
学
史
観
形
成
運
動

に
は
、
孔
子
と
『
詩
』『
書
』『
礼
』『
楽
』
を
結
合
す
る
一
派
、

孔
子
と
『
春
秋
』
を
結
合
す
る
一
派
、
孔
子
と
『
易
』
を
結
合
す

る
一
派
、
孔
子
と
「
六
経
」
全
体
を
結
合
す
る
一
派
な
ど
異
な
る

流
儀
が
存
在
し
、
分
派
ご
と
に
尊
重
す
る
経
典
に
も
違
い
が
あ

り
、
様
々
な
紆
余
曲
折
を
経
由
し
な
が
ら
進
行
し
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。『
易
』
の
経
典
化
を
推
し
進
め
て
い
た
学
派
は
、
反

対
勢
力
の
批
判
を
封
じ
る
た
め
に
「
要
」
篇
を
著
作
し
、
反
対
派

の
主
張
を
子
貢
に
代
弁
さ
せ
た
上
で
、
孔
子
の
口
を
借
り
て
批
判

に
反
論
し
た
。
結
局
、
こ
の
運
動
は
功
を
奏
し
、
戦
国
後
期
に
は

「
丘
治
詩
書
禮
樂
易
春
秋
之
六
經
、
自
以
爲
久
」（『
荘
子
』
天
運

篇
）
と
、『
易
』
は
『
春
秋
』
と
と
も
に
儒
家
の
経
典
に
収
ま
り
、

「
六
経
」
の
考
え
方
が
定
着
す
る
に
至
っ
た
。（『
竹
簡
が
語
る
古

代
中
国
思
想
（
三
）』
前
掲
、
三
五
一
～
三
五
二
頁
、
浅
野
・
小

沢
前
掲
書
、
一
六
九
、
一
七
〇
、
一
七
五
頁
）

さ
て
次
に
、
出
土
文
献
の
思
想
史
上
の
位
置
付
け
に
お
い
て
浅

野
裕
一
氏
と
見
解
が
対
立
す
る
池
田
知
久
氏
の
論
文
「『
周
易
』

研
究
の
課
題
と
方
法
」（
渡
辺
義
浩
編
『
両
漢
に
お
け
る
易
と
三

礼
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
九
月
所
収
）
な
ど
の
見
解
の
要

点
と
私
の
補
足
的
見
解
と
を
、
右
の
浅
野
氏
の
各
論
点
と
比
較
で

き
る
よ
う
に
番
号
を
対
応
さ
せ
て
示
し
て
み
よ
う
。

（
論
点
１
）『
易
』
は
（『
春
秋
』
が
不
安
定
な
地
位
な
が
ら
も

『
荀
子
』
書
の
中
に
経
典
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し

て
）、『
荀
子
』
も
ま
だ
全
然
経
典
と
認
め
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、『
易
』
の
儒
教
化
が
本
格
的
に
進
行
す
る
の

は
、『
荀
子
』
以
後
の
戦
国
末
期
～
前
漢
初
期
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
し
、
ま
た
『
易
』
を
五
経
あ
る
い
は
六
経
の
中
に
含
め
る
文

献
が
世
に
現
れ
る
の
は
そ
の
後
の
こ
と
。（
池
田
前
掲
論
文
、
三

四
九
頁
）〔
補
足
〕
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
六
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経
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、『
易
』
は
戦
国
時
代
後
期
に
は
他
の
五
つ

の
経
書
と
と
も
に
経
書
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
『
易
』
が

経
書
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
易
』
を
解
説
す
る
十
翼
（
彖

伝
上
下
・
象
伝
上
下
・
文
言
伝
・
繋
辞
伝
上
下
・
説
卦
伝
・
序
卦

伝
・
雑
卦
伝
）
の
す
べ
て
あ
る
い
は
一
部
が
す
で
に
で
き
あ
が
っ

て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
井
ノ
口
前
掲
書
第
四

章
二
「
通
行
本
（
伝
世
本
）
と
出
土
本
の
比
較
研
究
」、
四
十
八

頁
参
照
）。
他
の
五
経
と
並
ん
で
『
易
』
の
名
が
出
た
だ
け
で
は
、

十
翼
な
ど
の
易
伝
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
詩
』『
書
』
や
『
春
秋
』
の
名
だ
け
で
は
そ
の
伝
が
す
で
に
で
き

あ
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
じ
。
た
だ
し
「
経
典
視
す

る
思
考
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。

（
論
点
２
）
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
は
、
今
日
の
中
国
の
通
説

に
よ
れ
ば
、
戦
国
中
期
の
前
三
〇
〇
年
以
前
の
抄
写
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。
池
田
氏
は
こ
の
通
説
に
は
賛
成
せ
ず
、
前
二
五

〇
年
以
降
の
戦
国
末
期
～
前
漢
初
期
の
成
書
と
考
え
る
者
で
あ

る
。（
池
田
前
掲
論
文
、
三
六
〇
頁
）〔
補
足
〕
い
わ
ゆ
る
「
引
き

下
げ
説
」（
池
田
知
久
）
の
立
場
と
「
戦
国
中
期
説
」（
浅
野
裕

一
）
の
立
場
の
対
立
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、『
竹
簡
が
語
る

古
代
中
国
思
想
（
三
）』（
前
掲
）
の
第
十
二
章
「
新
出
土
文
献
と

思
想
史
の
書
き
換
え
」
三
八
四
～
三
八
六
頁
な
ど
を
参
照
。
私
は

出
土
時
期
や
出
土
地
が
不
明
な
上
博
楚
簡
の
竹
簡
群
の
年
代
を
一

概
に
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
考
え
る
の
で
、
前
・
中
・
後

期
い
ず
れ
か
は
決
め
ら
れ
な
い
ま
ま
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
は
た

だ
戦
国
時
代
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

（
論
点
３
）
馬
王
堆
帛
書
『
易
伝
』
六
篇
や
後
に
そ
れ
を
整
理

し
て
成
っ
た
通
行
本
「
十
翼
」
は
、
基
本
的
に
荀
子
そ
の
人
以
後

に
世
に
現
れ
た
儒
家
の
作
品
な
の
で
あ
る
（
成
書
年
代
は
戦
国
末

期
～
前
漢
初
期
）。（
池
田
前
掲
論
文
、
三
四
九
頁
）

（
論
点
４
）
帛
書
要
篇
の
成
書
は
戦
国
末
期
～
前
漢
初
期
で
あ

ろ
う
か
ら
、
孔
子
が
晩
年
に
な
っ
て
『
易
』
を
好
ん
だ
と
か
「
十

翼
」
を
作
っ
た
（『
史
記
』
孔
子
世
家
）
と
か
い
う
話
は
、
歴
史

的
事
実
に
基
づ
く
伝
承
で
は
な
く
、
前
漢
初
期
に
お
け
る
『
易
』

の
儒
教
化
・
経
典
化
が
産
み
出
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
神
話
・
伝

説
）
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。（
池
田
前
掲
論
文
、
三
五
二

頁
）（

論
点
５
）
宣
帝
の
五
鳳
三
年
（
前
五
五
年
）
に
薨
じ
た
中
山

懐
王
劉
脩
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
、
い
わ
ゆ

る
『
定
州
論
語
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
の
述
而
篇
に

は
「
以
學
、
亦
可
以
毋
大
過
矣
」
と
あ
る
よ
う
に
、
今
の
『
論

語
』
述
而
篇
の
「
以
學
易
」
の
「
易
」
は
本
来
「
亦
」
で
あ
る
。

ま
た
、『
論
語
』
子
路
篇
の
南
人
有
言
章
は
、
通
行
本
『
礼
記
』

緇
衣
篇
の
南
人
有
言
章
に
や
や
遅
れ
て
成
書
さ
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
郭
店
楚
簡
『
緇
衣
』
と
上
博
楚
簡
『
緇
衣
』
の
諸
章
は
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『
詩
』『
書
』
を
頻
繁
に
引
用
し
た
け
れ
ど
も
『
易
』
は
一
条
た
り

と
も
引
用
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
『
易
』
が
ま
だ
儒
教
の
経
典
と

な
っ
て
お
ら
ず
、
儒
家
と
は
何
の
関
係
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
に
他
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
通
行
本
緇
衣
篇
の
南
人
有

言
章
が
、
初
め
て
一
章
だ
け
『
易
』
を
引
用
し
た
の
は
、
帛
書

『
易
伝
』
六
篇
の
成
書
の
後
、『
易
』
が
漸
く
儒
教
の
経
典
と
な
り

つ
つ
あ
っ
た
た
め
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
要
す
る
に
『
論
語
』

に
、
孔
子
が
『
易
』
を
読
ん
だ
証
拠
は
な
く
、
あ
る
と
し
て
も
そ

れ
は
む
し
ろ
、
戦
国
末
か
ら
開
始
さ
れ
た
『
易
』
の
儒
教
化
・
経

典
化
の
所
産
と
し
て
、『
易
』
を
孔
子
に
無
理
に
結
び
つ
け
た
附

会
で
あ
る
。（
池
田
前
掲
論
文
、
三
五
二
～
三
六
一
頁
）

（
論
点
６
）（
論
点
７
）（
結
論
）
儒
家
の
思
想
家
た
ち
が
、
戦

国
末
期
以
降
、『
易
』
を
経
典
と
し
て
取
り
入
れ
、『
六
十
四
卦
』

を
読
ん
で
そ
の
注
釈
『
易
伝
』
を
書
い
た
理
由
は
、
秦
の
始
皇
帝

時
代
の
知
識
人
弾
圧
政
策
の
下
で
民
間
に
所
蔵
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
た
卜
筮
の
書
で
あ
る
『
易
』
を
経
典
と
し
て
取
り
入
れ
、
自
ら

の
思
想
活
動
を
続
行
し
た
と
い
う
政
治
上
の
理
由
の
他
に
、
思
想

上
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
従
来
か
ら
形
而
上
学
的
な
思
索
が

不
得
手
で
あ
っ
た
儒
家
が
、『
易
』
を
経
典
と
し
、
そ
れ
を
媒
介

と
し
て
、
道
家
の
「
道
」
の
形
而
上
学
を
大
量
に
導
入
す
る
た

め
。
第
二
に
、
儒
家
の
思
想
体
系
全
体
を
を
根
底
か
ら
支
え
、
他

の
五
経
、『
詩
』『
書
』『
礼
』『
楽
』『
春
秋
』
に
も
優
る
最
高
の

経
典
を
獲
得
す
る
た
め
。
第
三
に
、『
易
』
に
も
と
も
と
具
わ
っ

て
い
る
呪
術
性
・
宗
教
性
を
、象
数
家
の
理
法
的
哲
学
的
な
「
数
」

の
世
界
や
儒
教
的
な
倫
理
的
政
治
的
な
「
徳
」
の
世
界
に
達
す
る

た
め
の
必
要
な
基
礎
段
階
と
し
て
、
自
己
の
内
に
包
摂
し
て
儒
家

の
思
想
世
界
を
豊
か
に
す
る
た
め
。（
池
田
前
掲
論
文
、三
六
一
～

三
六
三
頁
）

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
浅
野
氏
と
池
田
氏
の
両
者
の
描

く
『
易
』
の
経
典
化
の
筋
書
き
は
実
は
、
大
局
的
に
、『
孟
子
』

『
荀
子
』
な
ど
の
伝
世
文
献
に
依
拠
す
る
限
り
儒
家
が
戦
国
期
に

『
易
』
を
経
典
化
し
て
い
た
と
す
る
確
証
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う

点
で
も
、
経
典
の
資
格
が
な
い
書
物
（『
易
』）
を
む
り
や
り
経
典

に
で
っ
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
で
も
、
後
学
の
徒
が
今
本

『
周
易
』
の
十
翼
や
帛
書
『
周
易
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
易
伝
を

著
述
し
て
そ
れ
を
孔
子
自
身
の
易
学
の
成
果
で
あ
る
か
の
よ
う
に

偽
装
し
た
と
い
う
点
で
も
、
見
解
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
特
に

「
要
」
篇
の
著
作
目
的
が
『
易
』
を
四
経
（『
詩
』『
書
』『
礼
』

『
楽
』）
に
追
加
し
て
、
新
た
に
経
典
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
と
す
る
点
は
、
要
篇
の
孔
子
の
弁
明
（「
詩
書
禮

樂
、
不
□
百
篇
、
難
以
致
之
」
云
々
、
□
に
は
「
止
」
か
「
読
」

か
を
補
う
）
か
ら
ど
の
研
究
者
も
共
通
に
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
大
き
く
異
な
る
の
は
、『
易
』
の
経
典
化
を
開
始
し
た
時
期

（
戦
国
前
期
か
戦
国
末
期
か
）
と
、
孔
子
の
地
位
を
高
め
る
こ
と

（ 8 ）



を
目
的
と
す
る
（
孔
子
素
王
説
）
か
『
易
』
の
地
位
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
（
儒
家
思
想
体
系
整
備
）
か
ど
ち
ら
に
重
点
が

あ
る
か
と
い
う
相
違
で
あ
る
。
目
的
の
重
点
（
優
先
順
位
）
の
相

違
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い
が
、
経
典
化
の
開
始
時
期

の
相
違
は
、
両
者
の
成
書
年
代
の
設
定
方
法
の
相
違
に
起
因
す

る
。
浅
野
氏
は
資
料
の
墓
造
営
時
期
や
書
写
年
代
よ
り
も
約
五
十

年
遡
っ
て
成
書
時
年
代
を
設
定
す
る
。
例
え
ば
『
六
徳
』
な
ら

ば
、
郭
店
一
号
墓
の
造
営
時
期
の
前
三
〇
〇
年
頃
か
ら
五
〇
年

遡
っ
て
成
書
年
代
を
設
定
す
る
（
そ
の
想
定
方
法
の
詳
細
は
、
浅

野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
編
『
諸
子
百
家<
再
発
見>

』
第
一
章
「
諸

子
百
家
と
新
出
土
資
料
」、
四
七
～
四
八
頁
を
参
照
）。
池
田
氏
は

資
料
の
書
写
年
代
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
成
書
年
代
と
設
定
す
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
（
そ
の
理
由
は
、
古
代
の
書
物
に
お
け
る
材
料

の
蓄
積
と
長
い
編
纂
の
過
程
を
考
え
れ
ば
、
様
々
に
年
代
の
異
な

る
材
料
を
編
集
し
て
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
そ
の
形
に
書
写
し
た
と

き
が
、
ほ
ぼ
そ
の
書
物
の
成
書
の
と
き
と
見
な
せ
る
か
ら
だ
ろ

う
、
と
愚
考
す
る
）。
し
か
し
、
帛
書
要
篇
の
著
作
意
図
が
『
易
』

に
新
た
に
経
典
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
共
通
の
認

識
に
立
脚
す
る
以
上
、
内
容
が
関
連
す
る
諸
篇
の
「
関
係
が
、
引

き
下
げ
た
時
期
の
中
で
整
合
性
を
保
つ
結
果
と
な
る
」
か
、「
関

係
が
、
今
度
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
時
期
の
中
で
整
合
性
を
保
つ
よ

う
に
な
る
」
か
（『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
三
）』
前
掲
、

三
四
三
頁
）
と
い
う
だ
け
で
、
相
互
に
相
似
す
る
筋
書
き
に
な

る
。
結
局
、
要
篇
の
著
作
時
期
を
よ
り
具
体
的
に
決
定
で
き
る
か

ど
う
か
が
鍵
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
要
篇

中
で
孔
子
が
「『
尚
書
』
多
於
矣
、『
周
易
』
未
失
也
。」
と
説
く

一
節
で
、『
書
』『
易
』
で
は
な
く
敢
え
て
『
尚
書
』『
周
易
』
と

呼
ぶ
意
味
や
、『
周
易
』
に
対
す
る
も
の
と
し
て
『
尚
書
』
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
意
義
や
、
ま
た
、
な
ぜ
要
篇
が
『
詩
』

『
書
』
と
い
っ
た
孔
子
以
来
の
重
要
な
経
典
を
軽
視
し
て
、
こ
と

さ
ら
に
『
易
』
を
重
視
し
擁
護
す
る
言
論
を
述
べ
て
い
る
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。『
易
』
の
経
典
化
の
問
題
に
お
け
る
要
篇
の
重

要
さ
は
い
や
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

�

（
近
藤
浩
之
）

『
五
行
』
研
究
回
顧

一
九
七
三
年
に
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
五
行
篇
（
以
下
、
馬
王
堆

『
五
行
』
と
略
称
）
が
公
開
さ
れ
て
以
降
、
後
の
『
五
行
』
研
究

に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
龐
樸
「
馬
王
堆
帛
書
解
開

了
思
孟
五
行
説
古
謎
」（『
文
物
」
一
九
七
七
年
、
第
十
期
）
で
あ

る
。
当
論
文
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
が
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に

言
及
さ
れ
た
子
思
・
孟
軻
の
思
想
を
伝
え
る
も
の
と
の
見
解
を
示

し
た
。
す
な
わ
ち
以
前
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
は
「
聞
見
雜

（ 9 ）



博
、
案
往
舊
造
説
、
謂
之
五
行
、
…
子
思
唱
之
、
孟
軻
和
之
」
と

い
う
記
載
が
見
え
る
が
、『
史
記
』
の
記
載
以
来
、
子
思
の
著
作

と
し
て
伝
わ
る
『
礼
記
』
中
庸
篇
や
、
孟
軻
の
著
作
と
し
て
伝
わ

る
『
孟
子
』
に
は
、「
五
行
」
と
特
定
で
き
る
明
確
な
記
載
が
確

認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
非
十
二
子
篇
の
記
載
が
具
体
的
に
何

を
指
す
の
か
が
、
歴
史
上
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
（
注
1
）
。
そ
う
し

た
中
、
馬
王
堆
『
五
行
』
に
は
、「
仁
」｢

義｣

「
礼
」「
智
」「
聖
」

を
「
五
行
」
と
総
称
す
る
記
載
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
全
体
の
思

想
内
容
に
『
礼
記
』
中
庸
篇
や
『
孟
子
』
と
の
関
連
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
思
孟
学
派
の
著
作
と
見

な
す
龐
樸
氏
の
見
解
が
大
方
の
賛
同
を
得
る
に
至
っ
た
。

一
九
九
三
年
に
は
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』（
以
下
、
郭
店
『
五

行
』
と
略
称
）
が
発
掘
さ
れ
、
こ
の
竹
簡
資
料
は
、
戦
国
時
代
の

資
料
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
思
孟
学
派
と
の

結
び
つ
き
を
証
明
す
る
格
好
の
一
次
資
料
と
目
さ
れ
た
。
一
方

で
、
思
孟
学
派
の
問
題
に
関
し
て
は
、「
学
派
」
の
実
在
を
前
提

に
す
る
こ
と
や
、
学
派
区
分
に
対
す
る
欲
求
が
一
種
の
先
入
見
と

し
て
は
た
ら
く
こ
と
で
、
文
献
の
思
想
内
容
の
客
観
的
な
解
釈
の

妨
げ
に
な
る
危
険
性
も
、
一
部
に
は
指
摘
さ
れ
た
（
注
2
）
。

二
〇
〇
八
年
に
な
る
と
、
山
東
師
範
大
学
斉
魯
文
化
研
究
中

心
・
米
国
哈
仏
大
学
燕
京
学
社
編
『
儒
家
思
孟
学
派
論
集
』（
斉

魯
書
社
、
二
〇
〇
八
年
）
や
、
杜
維
明
『
思
想
・
文
献
・
歴
史
』

（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
そ
し
て
、
梁
濤
『
郭
店
竹

簡
与
思
孟
学
派
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
等
、

『
五
行
』
を
一
次
資
料
と
し
た
研
究
が
活
発
と
な
り
、
思
孟
学
派

の
思
想
解
明
を
目
指
す
論
文
集
や
単
著
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ

た
。
こ
の
年
は
目
下
、『
五
行
』
研
究
の
高
潮
期
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
よ
う
。

二
〇
〇
九
年
以
降
に
発
表
さ
れ
た
『
五
行
』
関
連
の
研
究
も
ま

た
、
こ
の
高
潮
期
の
範
囲
内
に
あ
る
と
言
え
る
。
先
ず
取
り
上
げ

る
べ
き
は
、
陳
来
『
竹
帛
《
五
行
》
与
簡
帛
研
究
』（
三
聯
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
。
本
書
に
は
『
五
行
』
関
連
の
論
文
と
し

て
、「
竹
帛
《
五
行
》
為
子
思
、
孟
子
所
作
論
」、「
竹
簡
《
五
行
》

分
経
解
論
：《
五
行
》
章
句
簡
注
」
の
他
二
編
を
収
め
る
。『
五
行
』

の
思
想
は
、『
孟
子
』
の
思
想
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
孟
子
学

派
の
作
品
で
あ
り
、
郭
店
『
五
行
』
は
子
思
の
著
作
、
馬
王
堆

『
五
行
』《
説
》
は
孟
子
の
著
作
と
結
論
す
る
。
同
論
文
で
は
、
郭

店
『
五
行
』
と
馬
王
堆
『
五
行
』
の
《
説
》（
注
3
）
を
別
の
時
代
、

別
の
人
物
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
文
献
と
見
な
し
、
両
者
の
間
に

思
想
上
の
差
異
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
思
孟
学
派
の
思
想
的
変
遷

を
史
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
思

孟
学
派
を
一
つ
の
具
体
的
な
歴
史
的
展
開
の
過
程
と
見
な
す
」（
梁

濤
前
掲
書
、
六
頁
）
代
表
的
な
研
究
の
一
つ
と
言
え
、
こ
う
し
た

関
心
は
、
現
在
ま
で
研
究
者
の
間
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る（
注
4
）。
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李
鋭
『
新
出
簡
帛
的
学
術
探
索
』（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
は
、『
五
行
』
に
関
す
る
二
編
の
論
文
を
収
め
る
。

先
ず
、「＂
思
孟
学
派
＂
的
問
題
」
で
は
、「
学
派
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
内
容
を
再
考
し
、
思
孟
学
派
と
は
、
子
思
学
派
と
孟
子
学

派
と
の
並
列
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、「
仁
義
礼
智
聖
五

行
的
思
想
淵
源
」
で
は
、
思
孟
学
派
と
『
五
行
』
と
の
関
連
を
考

察
し
た
先
行
研
究
を
整
理
し
、『
尚
書
』
洪
範
篇
の
五
事
（
貌
、

言
、
視
、
聴
、
思
）
や
五
行
（
木
、
火
、
土
、
金
、
水
）、『
孟

子
』
の
四
端
説
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
5
）
。

孫
希
国
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
《
五
行
》
篇
＂
説
＂
文
与
《
孟

子
》
的
関
係
︱
兼
論
何
為
＂
子
思
唱
，
孟
軻
和
之
＂」（『
古
代
文

明
』
第
六
巻
、
第
一
期
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
郭
店
『
五
行
』
と

馬
王
堆
『
五
行
』《
経
》
と
《
説
》
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
時
期
の

成
立
で
は
な
い
と
し
、
馬
王
堆
『
五
行
』《
説
》
に
見
え
る
「
大

体
・
小
体
説
」、「
性
善
論
」、「
尊
賢
思
想
」
を
『
孟
子
』
に
先
行

す
る
も
の
と
見
な
す
。

も
し
、
思
孟
学
派
の
思
想
的
変
遷
を
馬
王
堆
『
五
行
』《
経
》

と
《
説
》
や
郭
店
『
五
行
』
を
一
次
資
料
と
し
て
跡
づ
け
よ
う
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
つ
の
文
献
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

思
想
的
差
異
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
か
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
陳
麗
桂
「
再
論
簡
帛
《
五
行
》
経
、
說
文
之
歧
異
」（
簡

帛
網
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn 

二
〇
一
〇
年
）
は
、
馬
王
堆

『
五
行
』
の
《
経
》
と
《
説
》
と
の
章
節
及
び
文
字
の
異
同
を
整

理
し
、
馬
王
堆
『
五
行
』《
経
》
に
は
、《
説
》
の
よ
う
な
「
気
」

の
概
念
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、「
仁
」｢

義｣

と
「
聖
」「
智
」
に

対
す
る
位
置
づ
け
方
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、《
説
》
を
孟
子

後
学
の
作
と
見
な
す
。

思
孟
学
派
の
思
想
的
変
遷
を
跡
づ
け
る
た
め
の
予
備
作
業
と
し

て
、
或
い
は
、
そ
う
し
た
関
心
と
は
別
に
、
郭
店
『
五
行
』
と
馬

王
堆
『
五
行
』
と
の
思
想
的
な
相
違
点
の
解
明
自
体
を
目
的
と
し

た
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
荀
東
鋒
「
簡
、
帛
《
五
行
》
経
文

比
較
」（『
学
灯
』
第
二
十
一
期
、http://w

w
w
.confucius2000.

com
 

二
〇
一
二
年
）
は
、
郭
店
『
五
行
』
と
馬
王
堆
『
五
行
』

と
の
思
想
的
差
異
の
解
明
を
目
指
し
、
郭
店
『
五
行
』
の
解
釈
に

当
た
っ
て
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』《
説
》
を
根
拠
と
し
た
論
証
の

仕
方
を
避
け
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
郭
店
『
五
行
』
は
、「
徳
之

行
」
と
「
行
」
と
を
併
せ
て
重
視
す
る
の
に
対
し
、
馬
王
堆
『
五

行
』
は
、「
徳
之
行
」
の
み
を
偏
重
す
る
と
こ
ろ
に
、
両
者
の
思

想
的
な
差
異
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
に
は
、
時
と

し
て
、
郭
店
『
五
行
』
と
馬
王
堆
『
五
行
』
と
に
つ
い
て
、
そ
の

版
本
と
し
て
の
優
劣
や
、
思
想
の
優
劣
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
が
あ
る
。
同
論
文
は
、
そ
う
し
た
優
劣
の
評
価
を
下
す
こ
と
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
優
劣
の
評
価
を
下
す

こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
な
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
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に
あ
る
、
と
い
う
態
度
を
表
明
し
て
い
る
（
注
6
）
。

今
後
も
、
郭
店
『
五
行
』、
馬
王
堆
『
五
行
』
そ
れ
ぞ
れ
の
思

想
の
解
明
が
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
曹
峰
「
思
孟
学
派
的
解
構
与
建
構
︱
評
梁
濤
《
郭
店
楚
簡
与

思
孟
学
派
》」（『
哲
学
研
究
』
第
四
期
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
子

思
の
思
想
は
、『
孟
子
』『
荀
子
』
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
道
家

と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
例
え
ば
、
郭
店
『
五
行
』
の
思
想
を
解
明
す
る
場
合
で
あ
れ

ば
、
単
に
馬
王
堆
『
五
行
』《
説
》
の
解
釈
を
絶
対
視
し
な
い
だ

け
で
な
く
、
文
章
や
思
想
概
念
に
対
す
る
解
釈
を
他
文
献
の
用
例

を
広
く
精
査
し
考
証
し
た
上
で
確
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
子
思
や
孟
子
と
い
っ
た
具
体
的
人
物
に
作
者
を
特
定
し

よ
う
と
す
る
関
心
や
、
学
派
区
分
に
対
す
る
関
心
に
こ
だ
わ
る
た

め
に
、
考
証
の
対
象
と
な
る
文
献
を
予
め
大
き
く
制
限
し
て
し
ま

う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
考
証
の
対
象
と

す
る
文
献
の
時
代
性
、
思
想
傾
向
は
、
十
分
に
こ
れ
を
考
慮
す
べ

き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
梁
静
「
対
於
判
断
出
土
文
献
学
派
帰
属
的
反
思
―
以
上

博
楚
簡
為
中
心
的
考
察
」（『
簡
帛
』
第
七
輯
、
二
〇
一
二
年
）

は
、『
五
行
』
を
専
論
し
た
論
考
で
は
な
い
が
、
出
土
文
献
の
所

属
学
派
を
判
定
す
る
基
準
に
対
し
、
反
省
を
加
え
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
無
」
や
「
仁
」
の
よ
う
な
標
識
的
な
概
念
や
説
話
の
登

場
人
物
を
根
拠
に
、
出
土
文
献
を
儒
家
や
道
家
等
の
学
派
に
分
類

す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
表
面
的
で
あ
る
と
す
る
。
文
献
の
所
属

学
派
は
、
結
局
は
そ
の
文
献
全
体
の
思
想
内
容
を
見
て
判
断
さ
れ

る
べ
き
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
法
論
的
反
省
の
必
要
性
を
表

明
す
る
論
考
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
も
、
近
年
の
研
究
動
向
に
お

け
る
特
徴
の
一
つ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、『
五
行
』
の
研
究
史
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、

荀
東
鋒
「
簡
、
帛
《
五
行
》
研
究
概
述
」（
簡
帛
研
究
、http://

w
w
w
.jianbo.org/ 

二
〇
一
一
年
）、
孫
希
国
「
簡
帛
《
五
行
》

篇
的
発
現
与
研
究
」（『
遼
寧
学
院
報
』
第
十
四
巻
第
四
期
、
二
〇

一
二
年
）
が
あ
る
（
注
7
）
。
ま
た
、
陳
偉
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊

［
十
四
種
］』（
経
済
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
郭
店

『
五
行
』
に
関
し
て
も
文
字
の
隷
定
を
は
じ
め
貴
重
な
研
究
成
果

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
湯
浅
邦

弘
・
草
野
友
子
「
楚
地
出
土
文
献
へ
の
い
ざ
な
い
︱
陳
偉
等
著

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』」（『
中
国
研
究
集
刊
』（
第
五

十
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
報
告
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
割
愛
し
た
。

�

（
西
信
康
）

（ 12 ）



注

（
１
）
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
五
行
篇
の
発
見
に
至
る
ま
で
の
思
孟
学
派
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
は
、
影
山
輝
国
「
思
孟
五
行
説
︱
そ
の
多
様
な
る
解

釈
と
龐
樸
説
―
︱
」（『
人
文
科
学
紀
要
』
第
八
十
一
集
、
東
京
大
学
人

文
科
学
科
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
池
田
知
久
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
五
行
篇
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九

三
年
）。

（
３
）
馬
王
堆
『
五
行
』
は
、
経
文
と
そ
れ
を
解
説
す
る
説
文
と
か
ら
構
成

さ
れ
る
文
献
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
経
文
を
《
経
》、
説
文
を
《
説
》
と

表
記
す
る
。

（
４
）
例
え
ば
、高
正
偉
「
論
《
五
行
》
説
文
対
孟
子
仁
義
観
的
発
展
」（『
孔

子
研
究
』
第
五
期
、
二
〇
一
二
年
）、
劉
光
勝
「
子
思
与
曽
子
師
承
関
係

新
証
」（『
簡
帛
』
第
五
輯
、
二
〇
一
〇
年
）
等
。

（
５
）
こ
の
二
編
の
論
文
は
後
に
、李
鋭
『
戦
国
秦
漢
時
期
的
学
派
問
題
研
究
』

（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
も
集
録
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
こ
の
他
、D

irk.M
eyer 

“Philosophy on Bam
boo„ .K

oninklijke 

Brill N
V
. 2012. p85-p86, p129-p130 

も
ま
た
、
同
様
の
態
度
か
ら
、

郭
店
『
五
行
』
を
馬
王
堆
『
五
行
』
の
直
接
的
な
祖
型
と
見
な
す
こ
と

を
問
題
視
し
て
い
る
。

（
７
）
こ
の
他
、
本
文
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
筆
者
が
目
睹
し
た
二
〇

〇
九
年
以
降
に
お
け
る
『
五
行
』
関
連
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
孔
徳

立
「
外
在
之
行
与
内
︱
心
之
徳
的
貫
通
」（『
中
国
哲
学
史
』
第
三
期
、

二
〇
〇
九
年
）、K

enneth.W
.H

ollow
ay 

“GU
O
D
IA

N
: the new

ly 

discovered seeds of chinese religious and political philosophy

”. 
O
xford U

niversity Press.2009

、
曹
建
国
『
楚
簡
与
先
秦
《
詩
》
学

研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
薛
元
沢
「
郭
店
楚
簡
《
五

行
》＂
君
子
愼
其
独
也
＂
之
解
釈
」（
簡
帛
研
究
、http://w

w
w
.jianbo.

org/ 

二
〇
一
〇
年
）、
薛
元
沢
・
詹
文
娟
「
由
郭
店
楚
簡
《
五
行
》「
能

至
哀
」
釈
詩
経
「
之
子
于
帰
」
︱
兼
釈
〈
邶
風
・
燕
燕
〉
等
相
関
詩
篇
」

（
簡
帛
研
究
、http://w

w
w
.jianbo.org/ 

二
〇
一
〇
年
）、
荀
東
峰
「
郭

店
楚
簡
《
五
行
》
釈
義
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
第
四
期
、
二
〇
一

一
年
）、廖
名
春
「
簡
帛
《
五
行
》
篇
〝
不
仁
思
不
能
清
〟
章
補
釈
」（『
出

土
文
献
研
究
』
第
九
輯
、
二
〇
一
〇
年
）、
周
玲
・
劉
志
基
「
楚
簡
帛
文

字
筆
記
分
析
方
法
芻
議
︱
以
《
郭
店
楚
簡
・
五
行
》
第
一
〇
、
一
一
簡

文
字
異
写
分
析
為
例
」（『
中
国
文
字
研
究
』
第
十
五
輯
、二
〇
一
一
年
）、

王
暉
「
聖
、
智
之
弁
与
早
期
儒
家
的
認
識
観
」（『
中
国
哲
学
史
』
総
第

七
七
期
、
第
一
期
、
二
〇
一
二
年
）、
王
中
江
『
簡
帛
書
文
明
与
古
代
思

想
世
界
』（
北
京
大
学
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
梁
濤
・
斯
雲
龍
編
『
出

土
文
献
与
君
子
慎
独
―
慎
独
問
題
討
論
集
』（
漓
江
出
版
社
、
二
〇
一
二

年
）、
孟
慶
楠
「
徳
行
内
外
―
以
簡
帛
《
五
行
》
篇
為
中
心
」（『
中
国
哲

学
史
』
第
二
期
、
二
〇
一
二
年
）、
陳
耀
森
「
読
楚
簡
《
五
行
》
篇
＂
五

行
＂
的
序
列
」（
簡
帛
研
究
、http://w

w
w
.jianbo.org/

）
等
が
あ
る
。

（ 13 ）


